
(57)【要約】

【課題】　本発明は、跳ね上げて畳んだシートクッショ

ンを片手で下げて戻すことができ、２列目シートの使い

勝手を良くすることができるシート装置提供する。

【解決手段】　シート装置１１では、シートをウォーク

イン位置にスライドさせるときに、着座シートクッショ

ン角度と荷室最大使用角度との間のシートクッションの

ウォークイン角度に跳ね上がったシートクッションを止

めてそれを超える跳ね上がりを規制するチップアップ中

間ストッパー装置４４を備え、チップアップ中間ストッ

パー装置４４のストパー解除レバーにより、規制を解除

することで、超える跳ね上げを起こしシートクッション

ロック装置４３をシートクッションの荷室最大使用角度

にて作動させ、逆に、ウォークイン角度に位置するシー

トクッションを着座シートクッション角度に戻す際には

規制の解除を必要としない。

【選択図】　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 乗 員 の 背 中 を 支 持 す る シ ー ト バ ッ ク と 、 こ の シ ー ト バ ッ ク の 下 端 に 配 置 す る と と も に シ
ー ト バ ッ ク 側 を 中 心 と し て 回 動 自 在 な シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 備 え た シ ー ト と 、 シ ー ト を 前 後
に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 す る と と も に 着 座 位 置 、 ウ ォ ー ク イ ン 位 置 、 荷 室 最 大 位 置 の 何 れ か
に ロ ッ ク 自 在 な シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 端 を 跳 ね 上 げ る 方 向
に 常 時 付 勢 す る チ ッ プ ア ッ プ 機 構 と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 、 座 る 位 置 に 設 定 し た と き の 着
座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 若 し く は 跳 ね 上 げ て 設 定 し た 荷 室 最 大 使 用 角 度 で ロ ッ ク 若 し く は
ア ン ロ ッ ク す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 と 、 を 備 え た シ ー ト 装 置 に お い て 、
　 前 記 シ ー ト を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 に ス ラ イ ド さ せ る と き に 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 と
荷 室 最 大 使 用 角 度 と の 間 の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 に 跳 ね 上 が っ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 止 め て そ
れ を 超 え る 跳 ね 上 が り を 規 制 す る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 を 備 え 、 チ ッ プ ア ッ プ
中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の ス ト パ ー 解 除 レ バ ー に よ り 、 規 制 を 解 除 す る こ と で 、 超 え る 跳 ね 上
げ を 起 こ し シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 を 荷 室 最 大 使 用 角 度 に て 作 動 さ せ 、 逆 に 、 ウ ォ ー
ク イ ン 角 度 に 位 置 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 に 戻 す 際 に は 規 制 の
解 除 を 必 要 と し な い こ と を 特 徴 と す る シ ー ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 に 取 付 け 、 前 後 の 位 置 調 整 が 自 在 で 、 且 つ 、 折 り 畳 が 自 在 な シ ー ト 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 に は 、 ３ 列 の シ ー ト を 配 置 し て 、 ２ 列 目 の シ ー ト を 旋 回 さ せ た り 、 折 り 畳 ん だ り
す る 技 術 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ ０ ４ ３ ５ ９ 号 公 報 （ 第 ９ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ を 次 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ６ は 、 従 来 の 技 術 （ 特 許 文 献 １ ） の 基 本 構 成 を 説 明 す る 図 で あ り 、 従 来 の 車 両 用 シ
ー ト Ｓ １ は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ １ を シ ー ト バ ッ ク ２ ０ ２ 側 へ 矢 印 ａ １ の よ う に 跳 ね 上
げ 自 在 で あ り 、 具 体 的 に は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ １ の ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ピ ン ２ ０ ３ を ロ
ッ ク す る た め の ロ ッ ク ピ ン 解 除 レ バ ー ２ ０ ４ を 解 除 方 向 Ｆ に 操 作 す る と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ
ン ２ ０ １ は ば ね で 跳 ね 上 が る の で 、 ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク ピ ン ２ ０ ３ は ガ イ ド プ レ ー ト ２ ０ ５
を 回 動 し 、 ガ イ ド プ レ ー ト ピ ン ２ ０ ６ を ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ０ ７ に 嵌 め 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン
２ ０ １ を 跳 ね 上 げ 位 置 ｂ で ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 跳 ね 上 げ 位 置 ｂ に 位 置 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ １ を 下 げ る 場 合 は 、 ロ ッ ク ピ ン 解 除 レ
バ ー ２ ０ ４ を 解 除 方 向 Ｆ に 操 作 す る と 、 ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ０ ７ は 回 動 し て ガ イ ド プ レ ー ト
ピ ン ２ ０ ６ を 解 除 す る の で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ １ を 着 座 位 置 に 戻 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の 車 両 用 シ ー ト Ｓ １ で は 、 跳 ね 上 げ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ １ を 着
座 位 置 に 戻 す 際 に は 、 両 手 で 操 作 す る 必 要 が あ る 、 す な わ ち 、 一 方 の 手 で ロ ッ ク ピ ン 解 除
レ バ ー ２ ０ ４ を 解 除 方 向 Ｆ に 操 作 し て 、 残 り の 他 方 の 手 で シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ ０ １ を 押 し
下 げ な け れ ば な ら ず 、 使 い 難 く 、 操 作 性 は 悪 い 。
　 ま た 、 シ ー ト を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 か ら 着 座 位 置 に 戻 し た と き の ス ラ イ ド ロ ッ ク と シ ー ト
ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク の 条 件 と し て 、 シ ー ト バ ッ ク を 前 傾 か ら 後 傾 へ 戻 す 行 為 を 必 要 と す る 態
様 で は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン も 荷 室 最 大 使 用 角 度 ま で 跳 ね 上 が り ロ ッ ク し て し ま う 。 そ の た
め 、 着 座 す る た め に は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク を 解 除 す る 必 要 が あ り 、 同 じ く 、 使 い 勝 手
が 悪 く 、 操 作 性 が 悪 い 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 跳 ね 上 げ て 畳 ん だ シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 片 手 で 下 げ て 戻 す こ と が で き 、 ２ 列 目
シ ー ト の 使 い 勝 手 を 良 く す る こ と が で き る シ ー ト 装 置 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 乗 員 の 背 中 を 支 持 す る シ ー ト バ ッ ク と 、 こ の シ ー ト バ ッ ク の 下
端 に 配 置 す る と と も に シ ー ト バ ッ ク 側 を 中 心 と し て 回 動 自 在 な シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 備 え た
シ ー ト と 、 シ ー ト を 前 後 に ス ラ イ ド 自 在 に 支 持 す る と と も に 着 座 位 置 、 ウ ォ ー ク イ ン 位 置
、 荷 室 最 大 位 置 の 何 れ か に ロ ッ ク 自 在 な シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン
の 前 端 を 跳 ね 上 げ る 方 向 に 常 時 付 勢 す る チ ッ プ ア ッ プ 機 構 と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 、 座 る
位 置 に 設 定 し た と き の 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 若 し く は 跳 ね 上 げ て 設 定 し た 荷 室 最 大 使
用 角 度 で ロ ッ ク 若 し く は ア ン ロ ッ ク す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 と 、 を 備 え た シ ー ト
装 置 に お い て 、 シ ー ト を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 に ス ラ イ ド さ せ る と き に 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ
ン 角 度 と 荷 室 最 大 使 用 角 度 と の 間 の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 に 跳 ね 上 が っ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン を
止 め て そ れ を 超 え る 跳 ね 上 が り を 規 制 す る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 を 備 え 、 チ ッ
プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の ス ト パ ー 解 除 レ バ ー に よ り 、 規 制 を 解 除 す る こ と で 、 超 え
る 跳 ね 上 げ を 起 こ し シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 を 荷 室 最 大 使 用 角 度 に て 作 動 さ せ 、 逆 に
、 ウ ォ ー ク イ ン 角 度 に 位 置 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 に 戻 す 際 に
は 規 制 の 解 除 を 必 要 と し な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 シ ー ト を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 に ス ラ イ ド さ せ る と き に 、 着 座 シ
ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 と 荷 室 最 大 使 用 角 度 と の 間 の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 に 跳 ね 上 が っ た シ ー ト
ク ッ シ ョ ン を 止 め て そ れ を 超 え る 跳 ね 上 が り を 規 制 す る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置
を 備 え 、 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の ス ト パ ー 解 除 レ バ ー に よ り 、 規 制 を 解 除 す る
こ と で 、 超 え る 跳 ね 上 げ を 起 こ し シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 を 荷 室 最 大 使 用 角 度 に て 作
動 さ せ 、 逆 に 、 ウ ォ ー ク イ ン 角 度 に 位 置 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角
度 に 戻 す 際 に は 規 制 の 解 除 を 必 要 と し な い の で 、 ウ ォ ー ク イ ン 位 置 か ら 着 座 位 置 へ シ ー ト
ク ッ シ ョ ン を 戻 す 場 合 、 跳 ね 上 げ て 畳 ん だ シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 片 手 で 下 げ て 戻 す こ と が で
き 、 ２ 列 目 シ ー ト の 使 い 勝 手 を 良 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 の 概 要 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 シ ー ト 装 置 １ １ は 、 車 両 １ ２ の 車 室 １ ３ に 配 置 し た ２ 列 目 シ ー ト １ ５ に 採 用 し た も の で
、 図 １ の 着 座 位 置 １ ６ 、 ウ ォ ー ク イ ン 位 置 １ ７ （ 図 ２ 参 照 ） 、 荷 室 最 大 位 置 １ ８ （ 図 ３ 参
照 ） を 選 択 可 能 な シ ー ト で あ る 。 ま た 、 車 体 ２ １ の フ ロ ア ２ ２ に 取 付 け た シ ー ト 前 後 調 整
装 置 ２ ３ （ シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ を 含 む 。 ） と 、 シ ー ト 前 後 調 整 装 置 ２ ３ に 取 付
け た シ ー ト ２ ５ と 、 シ ー ト 調 整 装 置 ２ ６ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 車 両 １ ２ は 、 車 室 １ ３ と 、 車 体 ２ １ と 、 車 室 １ ３ に 配 置 し た １ 列 目 シ ー ト ２ ７ （ 運 転 席
３ １ を 含 む 。 ） と 、 シ ー ト ２ ５ を 備 え る ２ 列 目 シ ー ト １ ５ と 、 ３ 列 目 シ ー ト ３ ３ と 、 車 室
１ ３ に 連 ね 隔 て の な い 荷 室 ３ ４ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 シ ー ト 調 整 装 置 ２ ６ は 、 シ ー ト ２ ５ の シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ に 配 置 し た リ ク ラ イ ニ ン
グ 装 置 ４ １ と 、 連 動 ロ ッ ク 切 換 え 機 構 ４ ２ と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ と 、 チ ッ
プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 ４ ４ と 、 チ ッ プ ア ッ プ 機 構 ４ ５ と 、 を 備 え る 。
　 シ ー ト ２ ５ は 、 シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ と 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４
７ と を 備 え る 。 ４ ７ ａ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ の 前 端 を 示 す 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 着 座 位 置 １ ６ は 、 図 １ に 示 す ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ の 状 態 で あ り 、 乗 員
が 座 れ る 着 座 状 態 で あ る 。 例 え ば 、 前 後 の 位 置 は １ 列 目 シ ー ト ２ ７ に 対 す る 間 隔 と ３ 列 目
シ ー ト ３ ３ に 対 す る 間 隔 を ほ ぼ 同 じ に し た 位 置 で あ る 。 さ ら に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を
だ い た い 水 平 （ 図 ４ 参 照 ） に 設 定 し 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ に 対 し て シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を
ほ ぼ １ ０ ０ ° に 設 定 （ 図 ４ 参 照 ） す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 に 設 定 し た 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 ウ ォ ー ク イ ン 位 置 １ ７ は 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 跳 ね 上 げ た 状 態 で あ
り 、 ３ 列 目 シ ー ト ３ ３ に 乗 車 若 し く は ３ 列 目 シ ー ト ３ ３ か ら 降 車 す る た め に 、 跳 ね 上 げ た
２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を １ 列 目 シ ー ト ２ ７ 側 に ス ラ イ ド さ せ て 寄 せ た ウ ォ
ー ク イ ン 状 態 で あ る 。 θ ｗ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 、 α ｗ は シ ー ト バ
ッ ク ４ ６ の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 、 ４ ８ は 角 度 θ ｗ の と き の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ウ ォ ー ク イ ン 位
置 、 ４ ９ は 角 度 α ｗ の と き の シ ー ト バ ッ ク ウ ォ ー ク イ ン 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 を 荷 室 最 大 位 置 に 設 定 し た 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 荷 室 最 大 位 置 １ ８ は 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 跳 ね 上 げ て 、 荷 室 ３ ４ の
容 量 を 最 大 に し て シ ー ト バ ッ ク ４ ６ 並 び に シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を ロ ッ ク し た 荷 室 最 大 状
態 で あ る 。 θ ｍ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ の 荷 室 最 大 使 用 角 度 、 α ｍ は シ ー ト バ ッ ク ４ ６ の
荷 室 最 大 使 用 角 度 、 ５ １ は 角 度 θ ｍ の と き の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ の 最 大 上 げ 位 置 、 ５ ２
は 角 度 α ｍ の と き の シ ー ト バ ッ ク 荷 室 最 大 使 用 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 １ １ を 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 、 チ ッ プ ア ッ プ 機 構 を
主 に 説 明 す る 図 で あ る 。
　 シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ は 、 車 体 の フ ロ ア ２ ２ に レ ー ル 部 材 ５ ３ を 配 置 し 、 レ ー
ル 部 材 ５ ３ に ロ ッ ク 孔 ５ ４ を 所 定 の ピ ッ チ で 開 け 、 レ ー ル 部 材 ５ ３ に ス ラ イ ド 自 在 （ 矢 印
ｂ １ の 方 向 ） 嵌 め た ス ラ イ ド 部 材 ５ ５ に 第 １ レ バ ー ５ ６ を ロ ッ ク 孔 ５ ４ に 嵌 る よ う に 且 つ
、 揺 動 自 在 （ 矢 印 ｂ ２ の 方 向 ） に 取 付 け 、 第 １ レ バ ー ５ ６ の 端 ５ ７ に 当 接 す る Ｌ 字 部 材 ５
８ を ス ラ イ ド 部 材 ５ ５ に 揺 動 自 在 （ 矢 印 ｂ ３ の 方 向 ） に 取 付 け 、 Ｌ 字 部 材 ５ ８ の 上 部 に ケ
ー ブ ル ６ １ の 一 端 を 掛 け 、 ケ ー ブ ル ６ １ の 他 端 を 連 動 ロ ッ ク 切 換 え 機 構 ４ ２ に 掛 け 、 Ｌ 字
部 材 ５ ８ の 上 部 に ピ ン 部 ６ ２ を 形 成 し 、 ピ ン 部 ６ ２ に 当 接 す る 第 ２ レ バ ー ６ ３ を ス ラ イ ド
部 材 ５ ５ に 揺 動 自 在 （ 矢 印 ｂ ３ の 方 向 ） に 取 付 け 、 第 ２ レ バ ー ６ ３ に ケ ー ブ ル ６ ４ の 一 端
を 掛 け 、 ケ ー ブ ル ６ ４ の 他 端 を 手 動 レ バ ー ６ ５ に 掛 け 、 手 動 レ バ ー ６ ５ を シ ー ト フ レ ー ム
構 造 ３ ７ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ に 揺 動 自 在 に 取 付 け 、 レ ー ル 部 材 ５ ３ の ロ ッ ク
孔 ５ ４ に 第 １ レ バ ー ５ ６ の ロ ッ ク 端 ６ ７ を 嵌 め る こ と で 、 シ ー ト ２ ５ の 前 後 の ス ラ イ ド を
ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ レ バ ー ５ ６ は 、 自 重 で ロ ッ ク 端 ６ ７ を 下 げ る 。
　 Ｌ 字 部 材 ５ ８ は 、 反 時 計 回 り に 回 動 す る 力 を 加 え る 復 帰 ば ね （ 図 に 示 し て い な い ） を 有
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 チ ッ プ ア ッ プ 機 構 ４ ５ は 、 シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ の シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ に
レ バ ー ６ ８ の 一 端 を 揺 動 自 在 に 取 付 け 、 レ バ ー ６ ８ の 他 端 を シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ の 脚
部 ７ １ に 形 成 し た ガ イ ド 溝 ７ ２ に ロ ー ラ ー ７ ３ を 介 し て 取 付 け る と と も に 、 ロ ー ラ ー ７ ３
を 取 付 け た 他 端 に 引 張 り ば ね ７ ４ の 一 端 を 掛 け 、 引 張 り ば ね ７ ４ の 他 端 を 脚 部 ７ １ の 前 部
に 掛 け 、 引 張 り ば ね ７ ４ で シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ の 前 端 ４ ７ ａ を 跳 ね 上 げ る 方 向 （ 矢 印 ｂ
４ の 方 向 ） に 常 時 付 勢 す る 。 θ ｓ は 水 平 に 対 す る 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 、 ７ ５ は 着 座
シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 θ ｓ を 約 １ ０ ° に 設 定 し た と き の 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 位 置 を 示 す
。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 リ ク ラ イ ニ ン グ 装 置 ４ １ （ 図 １ 参 照 ） は 、 既 存 の 構 造 で あ り 、 手 で ノ ブ ７ ６ （ 図 １ 参 照
） を 回 動 し 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 所 定 の ピ ッ チ の 角 度 に 前 倒 （ 矢 印 ｂ ５ の 方 向 ） す る 。 ７
７ は ノ ブ ７ ６ （ 図 １ 参 照 ） と は 別 に リ ク ラ イ ニ ン グ 装 置 ４ １ の ロ ッ ク を 解 除 す る 解 除 ス ト
ラ ッ プ 、 α ｓ は 着 座 シ ー ト バ ッ ク 角 度 （ 約 １ ０ ０ ° ） 、 ７ ８ は 角 度 α ｓ の と き の 着 座 シ ー
ト バ ッ ク 位 置 を 示 す 。
　 解 除 ス ト ラ ッ プ ７ ７ の 配 置 位 置 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 連 動 ロ ッ ク 切 換 え 機 構 ４ ２ は 、 シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ の シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム ７ ９ の
回 動 支 点 ピ ン ８ １ を 介 し て 連 動 レ バ ー ８ ２ を 回 転 自 在 に 取 付 け 、 連 動 レ バ ー ８ ２ に 連 動 レ
バ ー ８ ２ を 時 計 回 り に 回 動 す る よ う に 力 を 加 え る 復 帰 ば ね （ 図 に 示 し て い な い ） を 掛 け 、
連 動 レ バ ー ８ ２ の 前 端 に 押 し 部 ８ ３ を 形 成 し 、 後 端 に 掛 止 部 ８ ４ を 形 成 し 、 掛 止 部 ８ ４ に
ケ ー ブ ル ６ １ の 他 端 を 掛 け 、 掛 止 部 ８ ４ に シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ の ケ ー ブ ル ８
５ を 掛 け 、 押 し 部 ８ ３ を 押 す ブ ラ ケ ッ ト ８ ６ を シ ー ト バ ッ ク フ レ ー ム ７ ９ に 取 付 け 、 ブ ラ
ケ ッ ト ８ ６ に 前 倒 ば ね ８ ７ を 掛 け 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 前 倒 す る こ と で シ ー ト ス ラ イ ド ロ
ッ ク 装 置 ２ ４ の ロ ッ ク を 解 除 す る と 同 時 に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ の ロ ッ ク を
解 除 す る 。
　 前 倒 ば ね ８ ７ の 具 体 的 な 構 造 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。 図
４ を 併 用 し て 説 明 す る 。
　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ は 、 シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ の 脚 部 ７ １ の 外 側 に 配 置
し た も の で 、 脚 部 ７ １ に 回 動 自 在 に 嵌 め た シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ の 回 動 支 点 ピ ン
９ １ に ロ ッ ク 円 盤 ９ ２ を 一 体 的 に 固 定 し 、 ロ ッ ク 円 盤 ９ ２ に 第 １ 凹 部 ９ ３ 、 第 ２ 凹 部 ９ ４
を 形 成 す る と と も に 、 第 １ 凹 部 ９ ３ を 着 座 位 置 １ ６ に 配 置 し 、 第 ２ 凹 部 ９ ４ を 荷 室 最 大 位
置 １ ８ （ 図 ３ 参 照 ） に 配 置 し 、 第 １ 凹 部 ９ ３ 若 し く は 第 ２ 凹 部 ９ ４ に 掛 止 す る 掛 止 爪 部 材
９ ５ を 脚 部 ７ １ に ピ ン ９ ６ で 回 動 自 在 （ 矢 印 ｂ ６ の 方 向 ） に 取 付 け 、 掛 止 爪 部 材 ９ ５ の 中
央 に 穴 部 １ ０ １ を 開 け 、 穴 部 １ ０ １ に 一 端 の 掛 止 部 １ ０ ２ を 掛 け る 引 き レ バ ー １ ０ ３ を 脚
部 ７ １ に ピ ン １ ０ ４ で 回 動 自 在 （ 矢 印 ｂ ７ の 方 向 ） に 取 付 け 、 引 き レ バ ー １ ０ ３ の 他 端 に
引 張 り ば ね １ ０ ５ の 一 端 を 掛 け 、 引 張 り ば ね １ ０ ５ の 他 端 を 脚 部 ７ １ に 掛 け 、 引 張 り ば ね
１ ０ ５ で 引 き レ バ ー １ ０ ３ を 反 時 計 回 り に 付 勢 し 続 け る こ と で 、 穴 部 １ ０ １ を 押 し 、 掛 止
爪 部 材 ９ ５ を 時 計 回 り に 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ は 、 引 き レ バ ー １ ０ ３ の 掛 止 部 １ ０ ２ を 押 し 下
げ る 押 し 下 げ レ バ ー １ ０ ６ を 脚 部 ７ １ に 回 動 自 在 （ 矢 印 ｂ ８ ） に 取 付 け 、 端 に ケ ー ブ ル １
０ ７ の 一 端 を 掛 け 、 ケ ー ブ ル １ ０ ７ の 他 端 を 手 動 レ バ ー １ １ １ に 掛 け 、 手 動 レ バ ー １ １ １
を シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ に 揺 動 自 在 に 取 付 け 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 位 置 ７ ５ に
設 定 し た と き の 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 θ ｓ 若 し く は 跳 ね 上 げ て 設 定 し た 荷 室 最 大 使 用
角 度 θ ｍ （ 図 ３ 参 照 ） で ロ ッ ク 若 し く は ア ン ロ ッ ク （ ロ ッ ク 解 除 ） す る 。
　 な お 、 荷 室 最 大 使 用 角 度 θ ｍ を 選 択 す る 場 合 に は 、 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 ４
４ の ロ ッ ク を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ の ６ 矢 視 図 で 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー
装 置 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ 、 図 ５ を 併 用 し て 説 明 す る 。 な お 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装
置 ４ ３ を 分 解 し た 状 態 で 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 ４ ４ は 、 シ ー ト フ レ ー ム 構 造 ３ ７ の 脚 部 ７ １ の 内 側 に
配 置 し た も の で 、 脚 部 ７ １ に 嵌 め た シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ の 回 動 支 点 ピ ン ９ １ （
（ 矢 印 ｃ １ の 方 向 に 回 動 自 在 ） に フ レ ー ム ブ ラ ケ ッ ト １ １ ５ を 一 体 的 に 固 定 し 、 フ レ ー ム
ブ ラ ケ ッ ト １ １ ５ に 連 ね て ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ を 形 成 し 、 ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １
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６ に ス ト ッ パ ー 凸 部 １ １ ７ を 形 成 し 、 ス ト ッ パ ー 凸 部 １ １ ７ に 当 接 し て フ レ ー ム ブ ラ ケ ッ
ト １ １ ５ の 回 動 （ 矢 印 ｃ ２ の 方 向 ） を 規 制 す る た め の ス ト ッ パ ー ピ ン １ ２ １ を 解 除 レ バ ー
１ ２ ２ の 一 端 に 形 成 し 、 解 除 レ バ ー １ ２ ２ を 脚 部 ７ １ に 回 動 支 点 ピ ン １ ２ ３ で 回 動 自 在 （
矢 印 ｃ ３ の 方 向 ） に 取 付 け 、 解 除 レ バ ー １ ２ ２ の 他 端 に 引 張 り ば ね １ ２ ４ の 一 端 を 掛 け 、
引 張 り ば ね １ ２ ４ の 他 端 を 脚 部 ７ １ に 掛 け 、 引 張 り ば ね １ ２ ４ で 解 除 レ バ ー １ ２ ２ を 反 時
計 回 り に 付 勢 し 、 解 除 レ バ ー １ ２ ２ の 一 端 に ケ ー ブ ル １ ２ ５ の 一 端 を 掛 け 、 ケ ー ブ ル １ ２
５ の 他 端 を ス ト パ ー 解 除 レ バ ー １ ２ ６ に 掛 け 、 ス ト パ ー 解 除 レ バ ー １ ２ ６ を 脚 部 ７ １ に 揺
動 自 在 に 取 付 け 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 １ ７ （ 図 ２ 参
照 ） に ス ラ イ ド さ せ る と き に 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 θ ｓ と 荷 室 最 大 使 用 角 度 θ ｍ （
図 ３ 参 照 ） と の 間 の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ （ 図 ２ 参 照 ） に 跳 ね 上 が っ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン
４ ７ を 止 め て そ れ を 超 え る 跳 ね 上 が り を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ は 、 ス ト ッ パ ー 凸 部 １ １ ７ に 頂 部 １ ２ ７ を 有 す る 。 頂 部 １ ２
７ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 最 大 上 げ 位 置 ５ １ （ 図 ３ 参 照 ） に 跳 ね 上 げ た 際 に ス ト ッ パ ー
ピ ン １ ２ １ に 当 接 し て ス ト ッ パ ー ピ ン １ ２ １ を 最 大 に 押 し 下 げ た 状 態 で 待 機 さ せ る 部 位 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 フ レ ー ム ブ ラ ケ ッ ト １ １ ５ と ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ を 一 体 に 形 成 し た が 、 フ
レ ー ム ブ ラ ケ ッ ト １ １ ５ と ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ を 別 々 に 形 成 し 、 そ れ ぞ れ を 回 動 支
点 ピ ン ９ １ に 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 の シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 概
要 作 用 図 で あ る 。 図 ２ を 併 用 し て 説 明 す る 。
　 （ ａ ） は 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ の 着 座 状 態 （ 着 座 位 置 １ ６ ） を 示 し 、
２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ で は 、 着 座 状 態 に 設 定 す こ と で 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ
ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ に 座 る こ と が で き る 。 ま た 、 ３ 列 目 シ ー ト ３ ３ に 座 る 場 合 は 、 人 が ２
列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ の 解 除 ス ト ラ ッ プ ７ ７ を 引 く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ ｂ ） は 、 （ ａ ） の 続 き を 示 し 、 解 除 ス ト ラ ッ プ ７ ７ を 引 く と 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ が 矢
印 ｃ ５ の よ う に 自 動 的 に 前 倒 し 、 且 つ 、 前 に ス ラ イ ド 可 能 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ｃ ） は 、 （ ｂ ） の 続 き で 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ の ウ ォ ー ク イ ン 状 態
（ ウ ォ ー ク イ ン 位 置 １ ７ ） を 示 し 、 図 ２ と 同 じ で あ る 。
　 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ が 前 倒 す る と ほ ぼ 同 時 に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ が 自 動 的 に 矢 印 ｃ ６
の よ う に 跳 ね 上 が り 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 前 に 矢 印 ｃ ７ の よ う に ス ラ
イ ド さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を ウ ォ ー ク イ ン
状 態 に す る の に 手 間 が か か ら な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 図 ７ の 続 き で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 概 要 作 用
図 で あ る 。
　 （ ａ ） は 、 図 ７ （ ｃ ） の 続 き を 示 し 、 ３ 列 目 シ ー ト ３ ３ に 座 っ た ら 、 後 に 矢 印 ｃ ８ の よ
う に ス ラ イ ド さ せ て 、 着 座 位 置 １ ６ に 戻 し 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 後 方 に 矢 印 ｃ ９ の よ う に
起 こ す と 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 自 動 的 に ロ ッ ク す る と 同 時 に 、 前 後 の ス ラ イ ド を ロ ッ ク す
る 。
　 こ の と き 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ は ロ ッ ク さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ｂ ） は 、 （ ｃ ） の 続 き を 示 し 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 着 座 位 置 １ ６ で 起 こ し て 戻 し て も
、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ は ロ ッ ク さ れ な い か ら 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 片 手 Ｈ で 矢 印 ｄ
１ の よ う に 押 し 下 げ る と 、 着 座 状 態 （ 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 位 置 ７ ５ 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ
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ョ ン 角 度 θ ｓ ） に 戻 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 跳 ね 上 げ て 畳 ん だ シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を
片 手 Ｈ で 下 げ て 戻 す こ と が で き 、 ２ 列 目 シ ー ト １ ５ の 使 い 勝 手 を 良 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 引 き 続 き 、 解 除 ス ト ラ ッ プ ７ ７ を 引 く と 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ の ロ ッ ク （ リ ク ラ イ ニ ン グ
装 置 ４ １ に 含 む ） は 解 除 さ れ る の で 、 残 り の 手 で シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 着 座 状 態 （ 座 る シ ー
ト バ ッ ク 位 置 ７ ８ 、 着 座 シ ー ト バ ッ ク 角 度 α ｓ ） に 戻 す こ と が で き る 。
　 な お 、 ３ 列 目 シ ー ト ３ ３ か ら 降 り る 場 合 も 、 同 様 の 操 作 を す る だ け で よ く 、 同 様 の 効 果
を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 具 体 的 に 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 ９ は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 詳 細 作 用 図 （ 図 ７ （ ｂ ） に 対 応 ） で あ る
。
　 人 が 着 座 状 態 （ 図 ４ 参 照 ） の ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ の 解 除 ス ト ラ ッ プ ７
７ を 引 く と 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 装 置 ４ １ （ 図 １ 参 照 ） の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る の で 、 前 倒 ば ね
８ ７ に よ っ て シ ー ト バ ッ ク ４ ６ が 矢 印 ｃ ５ の よ う に 前 倒 を 始 め る 。 前 倒 す る と ブ ラ ケ ッ ト
８ ６ が 連 動 レ バ ー ８ ２ の 押 し 部 ８ ３ を 押 し 始 め 、 一 方 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ は さ ら に 前 倒 し
て シ ー ト バ ッ ク ４ ６ の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 α ｗ で か つ 、 シ ー ト バ ッ ク ウ ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ９
で リ ク ラ イ ニ ン グ 装 置 ４ １ に よ っ て 自 動 的 に ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ が 角 度 β ｆ だ け 前 倒 す る の に 伴 い 、 ブ ラ ケ ッ ト ８ ６ は 連 動 レ バ ー ８ ２
を 矢 印 ｄ ２ の よ う に 回 動 す る の で 、 連 動 レ バ ー ８ ２ は ケ ー ブ ル ６ １ 並 び に ケ ー ブ ル ８ ５ を
引 き 、 ケ ー ブ ル ６ １ に 連 結 し た Ｌ 字 部 材 ５ ８ を 矢 印 ｄ ３ の よ う に 回 動 し 、 回 動 し た Ｌ 字 部
材 ５ ８ で 第 １ レ バ ー ５ ６ を 回 動 し 、 ロ ッ ク 孔 ５ ４ か ら 矢 印 ｄ ４ の よ う に 抜 き 、 シ ー ト ス ラ
イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ の ロ ッ ク を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 ほ ぼ 同 時 に 、 ケ ー ブ ル ８ ５ は 連 結 し た 引 き レ バ ー １ ０ ３ を 引 張 り ば ね １ ０ ５ に 抗
し て 回 動 （ 矢 印 ｄ ５ の 方 向 ） さ せ る と 、 引 き レ バ ー １ ０ ３ の 掛 止 部 １ ０ ２ （ 図 ５ 参 照 ） で
掛 止 爪 部 材 ９ ５ を 回 動 す る の で 、 掛 止 爪 部 材 ９ ５ は ロ ッ ク 円 盤 ９ ２ の 第 １ 凹 部 ９ ３ か ら 離
れ て 外 れ 、 跳 ね 上 が ら な い よ う に ロ ッ ク し た 状 態 を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 図 ９ の 続 き で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 詳 細 作 用 図 （ 図 ７ （ ｃ
） に 対 応 ） で あ る 。
　 掛 止 爪 部 材 ９ ５ が ロ ッ ク 円 盤 ９ ２ の 第 １ 凹 部 ９ ３ か ら 外 れ て 、 跳 ね 上 が り の ロ ッ ク を 解
除 す る と 、 引 張 り ば ね ７ ４ の 引 く 力 に よ っ て レ バ ー ６ ８ の ロ ー ラ ー ７ ３ は ガ イ ド 溝 ７ ２ を
走 行 し て 、 レ バ ー ６ ８ で シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 押 す （ 矢 印 ｄ ６ の 方 向 ） の で 、 シ ー ト ク
ッ シ ョ ン ４ ７ は 回 動 支 点 ピ ン ９ １ を 中 心 に し て 矢 印 ｄ ７ の よ う に 跳 ね 上 が る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ １ は 、 図 １ ０ の 続 き で 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー
装 置 の 作 用 図 で あ る 。 図 ９ ， 図 １ ０ を 併 用 し て 説 明 す る 。
　 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ が 回 動 支 点 ピ ン ９ １ を 中 心 に し て 矢 印 ｄ ７ の よ う に 跳 ね 上 が る と
と も に 、 ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ が 回 動 す る と 、 ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ の ス ト ッ パ
ー 凸 部 １ １ ７ は ス ト ッ パ ー ピ ン １ ２ １ で 受 け 止 め ら れ る の で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を シ
ー ト ク ッ シ ョ ン ウ ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ８ で 且 つ 、 ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ だ け 跳 ね 上 げ て 止 め
る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 ス ト ッ パ ー 凸 部 １ １ ７ と ス ト ッ パ ー ピ ン １ ２ １ を ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ が 約
５ ０ ° に な る よ う に 設 定 し た の で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 約 ５ ０ ° だ け 跳 ね 上 げ て シ ー
ト ク ッ シ ョ ン ウ ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ８ で 止 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ の ロ ッ ク を 解 除 し た 状 態 な の
で 、 手 で ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 前 に ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き 、 図 ２ 、

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-15599 A 2007.1.25



図 ７ （ ｃ ） の ウ ォ ー ク イ ン 位 置 （ ウ ォ ー ク イ ン 状 態 ） １ ７ に す る こ と が で き る 。
　 乗 降 後 、 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 後 に ス ラ イ ド さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ２ は 、 図 １ １ の 続 き で 、 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の 作 用 図 （ 図 ８ （ ａ ） に
対 応 ） で あ る 。 図 １ １ を 併 用 し て 説 明 す る 。
　 ２ 列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 後 に 矢 印 ｃ ８ の よ う に ス ラ イ ド さ せ て 戻 し た 後
、 解 除 ス ト ラ ッ プ ７ ７ を 引 く と 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 装 置 ４ １ （ 図 １ 参 照 ） の シ ー ト バ ッ ク ウ
ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ９ で の ロ ッ ク が 解 除 さ れ る の で 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 手 で 前 倒 ば ね ８ ７
に 抗 し て 矢 印 ｃ ９ の よ う に 角 度 β ｒ だ け 起 こ し 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ が シ ー ト バ ッ ク 荷 室 最
大 使 用 位 置 ５ ２ に 達 す る と 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 装 置 ４ １ （ 図 １ 参 照 ） は シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を
ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ は ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ （ 図 １ １ 参 照 ） で 止 め ら れ て
い る の で 、 引 張 り ば ね ７ ４ が 付 勢 を 続 け て も 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ は ロ ッ ク
を 解 除 し 続 け る 。
　 つ ま り 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を 後 方 に 矢 印 ｃ ９ の よ う に 角 度 β ｒ だ け 起 こ し て も 、 シ ー ト
ク ッ シ ョ ン ４ ７ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ウ ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ８ 且 つ 、 ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ を
超 え て 跳 ね 上 が ら な い 。 従 っ て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 引 張 り ば ね ７ ４ に 抗 し て 着 座 位
置 （ 着 座 状 態 ） １ ６ で あ る 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 θ ｓ 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 位 置 ７
５ に 矢 印 ｄ １ （ 図 ８ （ ｂ ） 参 照 ） の よ う に 戻 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を シ ー ト バ ッ ク ウ ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ９ か ら シ ー ト バ ッ ク 荷 室 最
大 使 用 位 置 ５ ２ に 起 こ す 過 程 で は 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ と と も に 連 動 レ バ ー ８ ２ は 時 計 回 り
に 回 動 す る よ う に 力 を 加 え る 復 帰 ば ね （ 図 に 示 し て い な い ） に よ っ て 回 動 し て 戻 り 、 シ ー
ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ の ケ ー ブ ル ８ ５ を 戻 す の で 、 引 張 り ば ね １ ０ ５ に よ っ て 引 き
レ バ ー １ ０ ３ は 反 時 計 回 り に 戻 り 、 ロ ッ ク 待 機 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 同 時 に 、 連 動 レ バ ー ８ ２ は シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ の ケ ー ブ ル ６ １ を 戻
す の で 、 Ｌ 字 部 材 ５ ８ は 復 帰 ば ね （ 図 に 示 し て い な い ） に よ っ て 反 時 計 回 り に 回 動 し 、 第
１ レ バ ー ５ ６ は 、 自 重 で ロ ッ ク 端 ６ ７ を 下 げ る の で 、 ロ ッ ク 端 ６ ７ は ロ ッ ク 孔 ５ ４ に 嵌 り
、 シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ は シ ー ト ２ ５ の 前 後 の ス ラ イ ド を ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の 続 き で 、 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の 作 用 図 （ 図 ３ に 対 応 ）
で あ る 。 図 ３ 並 び に 図 １ １ を 併 用 し て 説 明 す る 。
　 荷 室 ３ ４ を 最 大 の 広 さ に す る に は 、 ウ ォ ー ク イ ン 位 置 １ ７ の ス ラ イ ド 位 置 で 、 ま ず 、 シ
ー ト バ ッ ク ４ ６ を 、 既 に 説 明 し た シ ー ト バ ッ ク 荷 室 最 大 使 用 位 置 ５ ２ ま で 起 こ し 、 チ ッ プ
ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 ４ ４ （ 図 １ １ 参 照 ） の 規 制 を 解 除 す る と 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４
７ は シ ー ト ク ッ シ ョ ン ウ ォ ー ク イ ン 位 置 ４ ８ 且 つ 、 ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ を 超 え て 跳 ね 上
が る の で 、 荷 室 ３ ４ を 最 大 の 広 さ で 使 用 す る す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 詳 し く は 、 シ ー ト バ ッ ク ４ ６ を シ ー ト バ ッ ク 荷 室 最 大 使 用 位 置 ５ ２ ま で 起 こ す こ と で 、
シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ を ロ ッ ク 待 機 状 態 と し た 後 、 ス ト パ ー 解 除 レ バ ー １ ２ ６
を 矢 印 ｄ ８ の よ う に 引 く と 、 ケ ー ブ ル １ ２ ５ を 介 し て 図 １ １ の 解 除 レ バ ー １ ２ ２ が 矢 印 ｄ
９ の よ う に 回 動 し 、 ス ト ッ パ ー ピ ン １ ２ １ が ス ト ッ パ ー プ レ ー ト １ １ ６ の ス ト ッ パ ー 凸 部
１ １ ７ か ら 外 れ る の で 、 図 １ ３ の 引 張 り ば ね ７ ４ の 力 で シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ は 、 さ ら に
ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ を 超 え て 跳 ね 上 が る と と も に 、 ロ ッ ク 円 盤 ９ ２ が 回 動 し 、 ロ ッ ク 円
盤 ９ ２ の 第 ２ 凹 部 ９ ４ に 掛 止 爪 部 材 ９ ５ が 掛 か り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 最 大 上 げ 位 置
５ １ の 位 置 で ロ ッ ク す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 、 シ ー ト 装 置 １ １ で は 、 シ ー ト ２ ５ を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 １ ７ に ス ラ イ ド さ せ
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る と き に 、 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 θ ｓ と 荷 室 最 大 使 用 角 度 θ ｍ と の 間 の シ ー ト ク ッ シ
ョ ン ４ ７ の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ に 跳 ね 上 が っ た シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 止 め て そ れ を 超
え る 跳 ね 上 が り を 規 制 す る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 ４ ４ （ 図 １ １ 参 照 ） を 備 え 、
チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 ４ ４ の ス ト パ ー 解 除 レ バ ー １ ２ ６ に よ り 、 規 制 を 解 除 す
る こ と で 、 超 え る 跳 ね 上 げ を 起 こ し シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ を シ ー ト ク ッ シ ョ ン
４ ７ の 荷 室 最 大 使 用 角 度 θ ｍ に て 作 動 さ せ 、 逆 に 、 ウ ォ ー ク イ ン 角 度 θ ｗ （ 着 座 シ ー ト ク
ッ シ ョ ン 位 置 ７ ５ ） に 位 置 す る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 θ ｓ に
矢 印 ｄ １ の よ う に 戻 す 際 に は 規 制 の 解 除 を 必 要 と し な い の で 、 図 ８ （ ｂ ） の よ う に 、 跳 ね
上 げ て 畳 ん だ シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 片 手 Ｈ で 下 げ て 戻 す こ と が で き 、 ２ 列 目 シ ー ト １ ５
の 使 い 勝 手 を 良 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 の 作 用 説 明 図 で 、 ２
列 目 シ ー ト （ シ ー ト 装 置 １ １ ） １ ５ を 荷 室 最 大 位 置 １ ８ （ 図 ３ 参 照 ） か ら 着 座 位 置 １ ６ （
図 １ 参 照 ） に ス ラ イ ド さ せ る 場 合 を 一 例 に 説 明 す る 。 図 ３ を 併 用 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 荷 室 ３ ４ の 広 さ を 最 大 に し た 荷 室 最 大 位 置 １ ８ で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ の 前
部 に 取 付 け た 手 動 レ バ ー ６ ５ を 矢 印 ｅ １ の よ う に 引 く と 、 ケ ー ブ ル ６ ４ に 連 結 し た 第 ２ レ
バ ー ６ ３ は 回 動 し て Ｌ 字 部 材 ５ ８ の ピ ン 部 ６ ２ を 矢 印 ｅ ２ の よ う に 押 す の で 、 Ｌ 字 部 材 ５
８ は 時 計 回 り に 回 動 し 、 第 １ レ バ ー ５ ６ を 反 時 計 回 り に 回 動 さ せ て レ ー ル 部 材 ５ ３ の ロ ッ
ク 孔 ５ ４ か ら ロ ッ ク 端 ６ ７ を 矢 印 ｅ ３ の よ う に 抜 く 。 シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ の ロ
ッ ク の み を 解 除 す る こ と が で き 、 シ ー ト ２ ５ を 後 に ス ラ イ ド さ せ て 着 座 位 置 １ ６ の 前 後 位
置 に 戻 す こ と が で き る 。
　 手 動 レ バ ー ６ ５ を 離 す と 、 レ ー ル 部 材 ５ ３ の ロ ッ ク 孔 ５ ４ に 第 １ レ バ ー ５ ６ は 嵌 り 、 シ
ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 ２ ４ は ロ ッ ク 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 の 作 用 説 明 図 で 、
シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 最 大 上 げ 位 置 ５ １ か ら 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 位 置 ７ ５ に 戻 す 場 合
を 説 明 す る 。
　 着 座 位 置 １ ６ の 前 後 位 置 に お い て 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 最 大 上 げ 位 置 ５ １ に 上 げ た
状 態 の と き に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン フ レ ー ム ６ ６ の 前 下 部 に 取 付 け た 手 動 レ バ ー １ １ １ を 矢
印 ｅ ４ の よ う に 引 く と 、 ケ ー ブ ル １ ０ ７ に 連 結 し た 押 し 下 げ レ バ ー １ ０ ６ は 引 張 り ば ね １
０ ５ に 抗 し て 時 計 回 り に 回 動 し 、 引 き レ バ ー １ ０ ３ の 掛 止 部 １ ０ ２ を 押 し て 穴 部 １ ０ １ を
介 し て 掛 止 爪 部 材 ９ ５ を 矢 印 ｅ ５ の よ う に 回 動 す る の で 、 掛 止 爪 部 材 ９ ５ は ロ ッ ク 円 盤 ９
２ の 第 ２ 凹 部 ９ ４ か ら 外 れ 、 荷 室 最 大 位 置 １ ８ の と き に 設 定 し た シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ の
最 大 上 げ 位 置 ５ １ で の シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ の ロ ッ ク の み を 解 除 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 引 き 続 き 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ を 押 し 下 げ て 戻 し 始 め た ら 、 手 動 レ バ ー １ １ １ か ら 手
を 離 し 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ４ ７ が 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 位 置 ７ ５ （ 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン
角 度 θ ｓ （ 約 １ ０ ° ） に 達 す る と 、 引 張 り ば ね １ ０ ５ に よ っ て 時 計 回 り 回 動 す る 掛 止 爪 部
材 ９ ５ が ロ ッ ク 円 盤 ９ ２ の 第 １ 凹 部 ９ ３ に 掛 か り 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 ４ ３ を ロ
ッ ク す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 尚 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 は 、 実 施 の 形 態 で は ３ 列 シ ー ト を 備 え た 自 動 車 に 適 用 し た が 、
２ 列 シ ー ト の 自 動 車 に も 適 用 可 能 で あ り 、 一 般 の 車 両 に 適 用 す る こ と は 差 し 支 え な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の シ ー ト 装 置 は 、 ３ 列 シ ー ト を 備 え た 自 動 車 に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 の 概 要 を 説 明 す る 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 を ウ ォ ー ク イ ン 位 置 に 設 定 し た 状 態 を 説 明 す る 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 を 荷 室 最 大 位 置 に 設 定 し た 状 態 を 説 明 す る 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 、 チ ッ プ ア ッ プ 機 構 を 主
に 説 明 す る 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 の 斜 視 図
【 図 ６ 】 図 ５ の ６ 矢 視 図 で 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装
置 の 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 の シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 概 要 作 用 図
【 図 ８ 】 図 ７ の 続 き で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 概 要 作 用 図
【 図 ９ 】 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 詳 細 作 用 図 （ 図 ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 対 応 ）
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 続 き で 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ る と き の 詳 細 作 用 図 （ 図 ７ （ ｃ ）
に 対 応 ）
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 続 き で 、 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装
置 の 作 用 図
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 続 き で 、 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の 作 用 図 （ 図 ８ （ ａ ） に 対
応 ）
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 続 き で 、 チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 の 作 用 図 （ 図 ３ に 対 応 ）
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 の 作 用 説 明 図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の シ ー ト 装 置 が 備 え る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 の 作 用 説 明 図
【 図 １ ６ 】 従 来 の 技 術 （ 特 許 文 献 １ ） の 基 本 構 成 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ １ … シ ー ト 装 置 、 １ ６ … 着 座 位 置 、 １ ７ … ウ ォ ー ク イ ン 位 置 、 １ ８ … 荷 室 最 大 位 置 、
２ ４ … シ ー ト ス ラ イ ド ロ ッ ク 装 置 、 ２ ５ … シ ー ト 、 ４ ３ … シ ー ト ク ッ シ ョ ン ロ ッ ク 装 置 、
４ ４ … チ ッ プ ア ッ プ 中 間 ス ト ッ パ ー 装 置 、 ４ ５ … チ ッ プ ア ッ プ 機 構 、 ４ ６ … シ ー ト バ ッ ク
、 ４ ７ … シ ー ト ク ッ シ ョ ン 、 ４ ７ ａ … シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 前 端 、 ７ ５ … 着 座 シ ー ト ク ッ シ
ョ ン 位 置 、 １ ２ ６ … ス ト パ ー 解 除 レ バ ー 、 θ ｓ … 着 座 シ ー ト ク ッ シ ョ ン 角 度 、 θ ｗ … シ ー
ト ク ッ シ ョ ン の ウ ォ ー ク イ ン 角 度 、 θ ｍ … シ ー ト ク ッ シ ョ ン の 荷 室 最 大 使 用 角 度 、 α ｍ …
シ ー ト バ ッ ク の 荷 室 最 大 使 用 角 度 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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